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【小清水町が進める小中一貫教育の目標】

■９年間を通して、すべての子の可能性を最大限に伸ばす教育を行う。
■小学校と中学校とが協力して、教科学習、生徒指導、学校行事等につい
て、９年間での達成目標を 立てて取り組む。

小清水町教育委員会



（教育目標のつながり）教育目標の一貫性

小清水小学校と小清水中学校には、それぞれ学校目標が制定されてい

ます。それぞれの教育目標は尊重し教育目標の一貫性を図るために校是

（学校の教育上の根本精神）を制定します。

「向学」とは、勉学に励むこと

「立志」とは、将来の目的を定めること

「自立」とは、独り立ちすること

■進んで学習に取り組み、学ぶ喜びを感じ、意欲に溢れる元気な児童生徒

■心豊かで思いやりの気持ちを持ち、仲良く学校生活を送る児童生徒

■心身ともに健康で、明るく、たくましい児童生徒

■自分の夢を持ち、実現に向け挑戦する児童生徒

学校は年度ごとに重点目標を設定しています。

【平成30年度 小学校重点目標】

「当たり前の学力、当たり前の行動を当たり前に身に付ける」

【平成30年度 中学校重点目標】

学校としての不易＝人としての基本ができる人間に育てること

「あたり前のことがあたり前にできる生徒・・・凡事徹底」

小学校と中学校で共通した校是を設定します

校 是
向 学 ・ 立 志 ・ 自 立

向学・立志・自立とは

小・中学校のめざす児童生徒像を制定します

共通した重点目標を設定します



（子ども理解のつながり）子ども理解の一貫性

小学校入学から中学校卒業までの9年間を見通して子どもの育ちや学び

を見守るためには小学校と中学校が視点を共有し一貫したものにしなけれ

ばいけません。そのために、児童や生徒一人一人について、小・中がお互

いの情報を交換し合う事、また児童理解・生徒理解の仕方を共有する事が

できるようにします。

や を実施することで以下の効果をねら教科担任授業 乗り入れ授業※１ ※２

います。

①小中教員のつながりを強めることで、情報交換の密度を高めます。

②児童生徒理解を深め、学習指導・生徒指導の改善につなげます。

③15歳の望ましい姿をイメージし、９年間を見据えた教育活動を行う

教員の意識を高めます。

④中学校教員は、教え子がどのように育ってきているかを意識しなが

ら本務校の指導に当たる意識を高めます。

平成30年度については、中学校英語教員が小学校の外国語活動の授業を、小学校の家庭科※１

教員が中学校の家庭科授業をそれぞれ担当している。

中学校教員が小学校で小学校教員が中学校で、参観やティームティーチング授業を行う事※２

主に小学校６年生が中学校入学前に中学校で生活することで、小中ギャ

ップの軽減を図ります。小学生が中学校に慣れることを目的に、中学校な

。らではの取り組みや行事も体験させることで中学校への不安を軽減します

他学年についても交流授業を実施します。

① 児童生徒聞き取り調査（生活アンケート・授業評価アンケート）

② 保護者聞き取り調査（学校評価・授業評価アンケート）

③ 全国学力学習状況調査（小６、中３ ・チャレンジテスト）

④ 標準学力検査ＣＲＴ

⑤ 「基礎・基本」定着状況テスト・市販テスト等

小中で共通した子ども理解を深めます

教科担任授業や乗り入れ授業を実施します

小学生が中学校校舎に登校して授業します

児童生徒理解の指標



（学習・生徒指導のつながり）学習・生活指導の継続性

小中一貫教育を導入する準備として、平成27年度から学習規律「学力

向上を図る統一した取組」として小・中学校共通した取り組みを初めまし

た。さらに、平成28年度からは「学力向上を図る統一した取組」に生活

規律を加え、内容を充実させ「小清水スタンダード」として9年間の学習

・生活指導の指標としました。

①実践を重ねていく中で、小中のギャップの緩和又は解消を図る発想を生

みだします。

②中学校の専門性を生かした指導を取り入れることにより、小学校での発

展的・補充的な指導を充実させます。

③小学校の教員と中学校の教員がティーム・ティーチングを行ったりする

ことで、主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善を推進します

④小学校の指導と中学校の指導の両方の経験を有する教員が増えていくこ

とにより、教科等の系統性に対する理解を深めます。

学習・生活スタンダードに基づいて指導します

教科担任授業・乗り入れ授業を実施します



（学習内容のつながり）学習内容の系統性
学習内容は、１年１年の学習内容を積み上げて進んでいます。現在の学習内

容は、必ずそれ以前の学習内容を生かしたものになっています。また、現在の

学習内容の定着が不充分だと、将来の学習内容の定着のためのつまずきが生じ

てしまいます。

そのために、教師は子どもたちが現在の学習内容に至るまでにはどのような

学習をしてきたのか、また、現在の学習内容の後にどのような学習をしていく

のか、把握する必要があります。これにより、子どもたちの9年間の学びの系統

を見通します。

小清水の子ども達が苦手にしている学習内容を小学校と中学校で分析して改善

策をたてます。普段の授業の様子はもちろん、全国学力学習状況調査や標準学力

検査の数値から児童生徒の課題を分析します。小中の先生方が各専門教科に分か

れて、課題に対して「限定的な場面」で「具体的な対策」を立てて日常の授業で

実践します。実践の成果に基づいて、学習指導計画に反映していきます。

①中学校３年生の英語科におけるめざす生徒像の設定します。

②中学校英語と小学校英語の内容重複の解消を図ります。

③課題分野の分析（内容の系統から繰り返し学習の設定）をします。

④クラスルームイングリッシュを共有します。

⑤英検受験を積極的にすすめます。

小学校は地域を知ることから始めます。見学等で見聞するなかで「ひと」

や｢もの｣に出会い、地域の教育資源を大いに活用します。中学校では豊か

、 、 、 、な人間性や社会性 学ぶ事 働く事への関心を持ち 進んで課題を見つけ

それを追求していく力を育成します。小学校と中学校が系統的に学びをつ

なぐことで教育的効果を高め、郷土に愛着と誇りをもち、未来に向かう児

童生徒の育成を目指します。

学力調査結果を共有して分析します

外国語活動・英語科の教育課程を接続します

総合的な学習の時間の教育課程を接続します


